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研究成果の概要（和文）：本研究課題では、1990年代以降のアメリカ合衆国における多文化主義の変容につい
て、具体的な政策・裁判判決・論争を対象として検討した。具体的には、1990年代初頭の多文化教育カリキュラ
ム論争、1996年のアファーマティヴ・アクション廃止の住民投票、公式統計における人種の複数選択制度の導
入、オバマ現象とトランプ現象、ブラック・ライヴズ・マター運動などを事例として、アメリカ型多文化主義が
多様性規範を優位として継続しながら、人種的不平等を歴史的・構造的にとらえる関心を喪失する過程を明らか
にした。

研究成果の概要（英文）：This research project has examined transformation of American-style 
multiculturalism through federal and local policy changes, court decisions, controversies since the 
1990s. The case studies include multicultural curriculum controversies in the early 1990s, 
Anti-affirmative action referendum in 1996, new statistical standard to count one or more races for 
federal agencies, Grutter v. Bollinger case and "diversity" principle, Obama phenomenon and Trump 
phenomenon, and Black Lives Matter movement during the COVID-19 pandemic.  Based on the case 
studies, I clarify that American-style multiculturalism has survived with emphasis on the diversity 
principle, while losing its interests in historical-structural understandings of racial inequality.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究課題では、多文化主義を各国の歴史的・制度的な条件のもとで整理する国際比較研究をふまえて、アメリ
カにおける多文化主義の特徴を「非公式多文化主義」としてまとめた。そのような視点は、日本における多文化
主義導入の可能性について議論する際にも有効である。本研究では、とくに日本を含む自由民主主義的な政治体
制における多文化主義の制度的条件として、反差別法の重要性とバックラッシュ言説・運動の役割を指摘し、日
本的な「多文化共生」施策を国際的文脈のなかで議論することを提案した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
（１）欧米社会において、多文化主義（multiculturalism）の「失敗」や「後退」が議論される
ようになって久しい。多文化主義は、少数者が有する文化やアイデンティティを承認し、国民社
会において文化的多様性を積極的に価値づける社会構想として、1980 年代から 90 年代にかけて
政治思想にとどまらず、政策形成や社会運動を席巻した。同時に、当初から反対勢力からの攻撃
にさらされ、2010 年以降には各国の政治指導者がその「失敗」を公言するようになった。近年
では、欧米社会を対象とした研究でも、少数者の文化やアイデンティティよりもナショナルな社
会統合や同化を強調する研究動向が広がっている。 
 
（２）多文化主義後退論の広がりに対して、多文化主義はすでに市民社会での共通価値として浸
透しているという指摘もある。実際、北アメリカ、ヨーロッパ、オーストラリア各国の多文化主
義政策の比較研究を参照すれば、先住権の尊重、言語権の擁護、二言語教育・多文化教育、少数
文化の支援、二重国籍、アファーマティヴ・アクションなどの多文化主義政策は広く採用されて
おり、移民統合においてもその有効性が強調されている。 
 
（３）多文化主義の後退論と浸透論は、それぞれ多文化主義をめぐる二つの現実を反映している。
一方には、多文化主義を少数派の「優遇」として批判するバックラッシュが存在し、2010 年代
後半以降では各国の政治においても見過ごせない動きとなっている。一方では、多文化主義政策
はとくにカナダ、オーストラリア、イギリス、スウェーデンなどでは広く採用されており、それ
以外の国々でも文化的多様性は積極的に評価されている。よって、具体的な歴史的・地域的文脈
のなかで、どのように多文化主義政策が定着し、その「後退」と「浸透」が同時進行で見られる
ようになったのかを、事例研究にもとづいて明らかにする必要がある。 
 
（４）申請者は、2013 年 4月〜2018 年 3 月まで基盤研究 C「アメリカ型多文化主義の成立と展
開をめぐる歴史社会学的研究」（課題番号 26380720）に着手し、アメリカ型多文化主義が形成さ
れる過程を明らかにしてきた。 
 
 
２．研究の目的 
本研究課題の目的は、1990年代以降のアメリカにおける多文化主義が、どのように修正・転換・
撤回され、人種エスニック関係のあり方を変えてきたのかという問いを、具体的な政策・地域社
会・社会運動レベルで生じた変化に注目して明らかにすることにある。本研究では、多文化主義
を人びとの日常的実践や社会運動と結びついた「下から」の歴史的構築物と再定義し、1960年
代から 1990 年代を経由して現代にいたるまでの長期的な人種エスニック関係の変化のなかに
位置づける。とくに、従来の黒人や先住民に加えて、アジアやラテンアメリカからの移民、女性
や性的マイノリティの権利要求を反映して、多文化主義が複合化・複雑化する過程を射程に収め
る。そのうえで、多文化主義をめぐる議論を、「賛成／反対」の二分法ではなく、それが達成し
たものと新たにもたらした問題を、実証的な事例研究にもとづいて明示する。 
 
 
３．研究の方法 
本研究の方法としては、アメリカ型多文化主義の是非が厳しく問われた 1990 年代以降の具体的
な事例を取り上げ、それぞれの出来事がどのようにアメリカ型多文化主義のかたちを変えたの
か、それが長期的な人種エスニック関係のあり方をどのように変えたのかを議論した。アメリカ
の国立公文書館や大学図書館、地方文書館などで各時代の一次資料を収集し、その歴史資料の質
的分析にもとづいて、各時代・地域における多文化主義の論理を抽出するとともに、それが連邦・
地方政府や運動団体などのなかの折衝を通して制度化される過程を明らかにする歴史社会学的
方法論を採用した。 
 
（１）1990 年代初頭にニューヨーク州で導入された多文化教育の是非をめぐる論争を取り上げ
た。これは、1980 年代末から 90 年代に同州教育局が組織した委員会における多文化教育推進派
と反対派の折衝に着目することが、多文化教育がどのような社会構想として現れ、その制度化の
過程でどのように変質したのかを明らかにする。本研究のため、ニューヨーク州公文書館などで
現地調査と資料収集を行った。 
 
（２）1996 年にカリフォルニア州で行われた住民投票提案 209 をめぐる地方政治と論争を分析
し、アファーマティヴ・アクション（AA）廃止の住民投票が可決される経緯を明らかにした。と
くに、この住民提案「カリフォルニア公民権イニシアティヴ」を推進した活動に注目し、AA を
「優遇措置」と定義することで白人住民層の支持を集める過程や、黒人実業家ワード・コナリー



による反多文化主義運動の影響などを考察した。カリフォルニア大学バークレー校などで資料
収集・調査を行った。 
 
（３）1997 年に連邦政府統計に複数の人種的アイデンティティを反映させる複数回答制度を導
入させた多人種主義運動の展開を検証した。多人種主義は、１人の人間が１つの人種エスニック
集団に所属するという多文化主義の前提に挑戦し、「多人種系」のアイデンティティや意見を政
治的に反映させることを求めた。この挑戦は、さまざまな反応を呼び起こし、多様性規範を重視
する複数回答制度の導入に結びついた。カリフォルニア大学サンタバーバラ校や同バークレー
校を中心に多人種主義運動についての調査を行った。 
 
（４）2000 年代の多様性規範が優位となる時期の多文化主義の変質を、2003 年の連邦最高裁グ
ラッター対ボリンジャー判決、2009 年以降のオバマ政権期の人種エスニック関係に注目して明
らかにした。2000 年代は多様性にもとづく多文化主義の擁護が定着した一方で、人種マイノリ
ティの大量収監や非正規移民の強制送還体制が成立した時代であったことを明らかにし、同時
代の政策文書や関連研究にもとづいて分析した。 
 
（５）2010 年代のトランプ政権以降の多文化主義について、白人アイデンティティ・ポリティ
クスとしてのトランプ現象、感染症危機における制度的人種主義の可視化とブラック・ライヴ
ズ・マター運動に見られる多文化主義再生への契機を議論した。政策文書・報告書・団体資料・
世論調査などを参照し、「文化戦争」と呼ばれる事態を 1990 年代以降の多文化主義をめぐる対立
の延長線上に位置づけた。 
 
 
４．研究成果 
（１）1990 年代から 2020 年代にかけての多文化主義をめぐる政策や社会運動の事例研究を通し
て、アメリカ型多文化主義の変容過程を明らかにした。1990 年代の多文化主義をめぐる論争は、
制度的人種主義の歴史的蓄積に対する介入としての多文化主義に対する世論・司法・理論的な支
持を後退させ、それに代わって多様性を実現するための取り組みとしての多文化主義の再定義
が定着した。それは、制度的人種主義の歴史への問題関心を希薄化させ、トランプ現象を生み出
す土壌を作り出した。一方で、反人種主義の社会運動に関わってきた人種マイノリティからは、
歴史的文脈を踏まえた公民権の再定義を試みる動きも見られるようになった。このように、アメ
リカにおける多文化主義の後退と浸透は、多様性規範を優位に置く多文化主義の再編成と歴史
的問題関心の希薄化にともなう一連の変容に位置づけられることを明らかにした。 
 
（２）以上の研究成果は、２つの著作を通して発表された。本研究課題および基盤研究 C「アメ
リカ型多文化主義の成立と展開をめぐる歴史社会学的研究」（研究代表者・南川文里、課題番号
26380720）の直接的な研究成果物として、南川文里『未完の多文化主義：アメリカにおける人種、
国家、多様性』（東京大学出版会、2021 年）を刊行した。同書では、国際比較研究をふまえたア
メリカ型多文化主義の特徴、1960 年代から 70年代にかけてのアメリカ型多文化主義の歴史的形
成、そして 1990 年代から 2010 年代にかけての変容を論じた。同書は、2022 年 6月に第 38回大
平正芳記念賞および第３回アメリカ学会中原伸之賞を受賞した。また、南川文里『アメリカ多文
化社会論［新版］：「多からなる一」の系譜と現在』（法律文化社、2022 年）は、2016 年に刊行さ
れた初版の内容を本研究課題の成果をふまえて全面的に改稿し、また新たに 2016 年大統領選挙、
新型コロナウイルス感染症危機、ブラック・ライヴズ・マター運動の展開を扱った章を追加した。
本書では、本研究の成果を、一般読者や学生を想定した概説書というかたちで幅広く発信するこ
とができた。また、両著作の刊行と並行して、学術雑誌や一般雑誌・新聞・ウェブメディアなど
でも成果に関連した解説や論説を行った。 
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